
キーワード 認知行動療法、恐怖や不安に関する基礎研究、ストレスマネジメント

専門分野 臨床心理学、認知行動療法

研究の目的、概要、期待される効果

関連する
知的財産
論文 等

（書籍）「認知行動療法事典」（丸善出版、2019、分担執筆）
（書籍）「生徒指導・教育相談・進路指導 」（東洋館出版社、2019、分担執筆）
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アピールポイント つながりたい分野（産業界、自治体等）

・認知行動療法に関心のある方々（子どもに対す
るストレスマネジメント、職員研修など）

実験室で行われるような基礎研究や、スクール
カウンセラーとしての実践活動など、認知行動療
法の考え方に基づいて幅広く活動してきました。

佐藤友哉研究室

人文社会科学系 准教授

佐藤 友哉 SATO Tomoya

※お問い合わせは 新潟大学社会連携推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

私の専門は、臨床心理学の中でも、「認知行動療法」（にんちこうどうりょうほう）の考え方に基づい
た研究実践です。認知行動療法とは、認知や行動の基礎理論（行動理論、認知行動理論、心理学的スト
レス理論など）を使って、人間がかかえる様々な心理的な問題を解決することを目指すカウンセリン
グ技法のひとつです。カウンセリング技法にはさまざまな技法がありますが、認知行動療法は、うつ病
や不登校といった「こころの問題」の原因を、性格といった「変容しづらいもの」に帰着せず、より「具体
的」な行動や認知を増やしたり、減らしたりすることで精神的健康を高めることに特徴があります。先
述したように、認知行動療法は、認知や行動の基礎理論を土台としておりますので、その発展のため
には、認知や行動のメカニズムを明らかにする基礎研究と、基礎研究の知見を活かした応用研究の双
方が不可欠です。当研究室においても、基礎研究と応用研究のいずれにも力を入れ、認知行動療法の
治療効果向上や普及を目指していきたいと考えています。
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恐怖症を治すには
どうしたら良いの？

恐怖症とは、例えば高所など、特定のものや状況を恐れるこ
とで、日常生活を送ることが難しくなることを指します。恐怖症
を改善するための治療法のひとつに、「エクスポージャー」とい
う技法があります。エクスポージャーは、恐怖を感じる対象（例
えば、高所）にあえて曝（さら）されることで、自分が恐れていた
ことが起こらなかったことを学ぶ治療法です。
エクスポージャーの恐怖症に対する治療効果は概ね確かなも
のとされていますが、再発率の高さは依然として指摘されてい
ます。また、エクスポージャーが効くメカニズムについては、ま
だ議論が続いています。
「エクスポージャーが効くメカニズムは何であるのか？」「エク
スポージャーの治療効果をさらに高めるためにはどうしたよい
のか？」をテーマに研究を進めています。 

認知や行動の基礎理論を心理的問題の解決に活かす
～ 認知行動療法の研究実践 ～
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